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第25期後半期の

活動全般について
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2013年三が日営業の状況

Ⅰ．日本の自動車産業基盤の維持・強化
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○環境変化をとらえた業種横断的な課題解決の推進
付加価値の「WIN-WIN 最適循環運動」をキックオフ。

自動車総連内、および各関係団体への理解活動を展開。



Ⅰ．日本の自動車産業基盤の維持・強化
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○環境変化をとらえた業種横断的な課題解決の推進
「WIN-WIN 最適循環運動」に関して、経営者団体（自工会・
部工会・自販連・陸送協会）との産業労使会議にて議論し、
課題意識への賛同と今後の取り組み検討への協力を確認。



25期（後）
2015.9～

26期
2016.9～

27期（前）
2017.9～
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2018.9～

28期
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▼2016.1
活動キックオフ

▼2017.1
フレームワーク提起
活動中間報告①

▼2018.1
具体的
アクション提案
活動中間報告②

▽2018.9
以降の運動方針
決定

フレームワーク検討
（役割・テーマ・体制）

具体的アクション

■2016.秋
フォーラム（仮）

（産業横断発信）
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動
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Ⅰ．日本の自動車産業基盤の維持・強化
○環境変化をとらえた業種横断的な課題解決の推進

「WIN-WIN 最適循環運動」 ３か年の流れ

●2016.9 #45大会（本日）
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新設（26期9月～）
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タスクフォース（TF）

＜構成メンバーの想定＞ 12名程度
リーダー・サブリーダー：副会長（2名）
メンバー：各部会代表者（各2～3名程度）
事務局：本部事務局長、最適循環PTメンバー

業種別部会
から課題提起

中央最適循環委員会からの諮
問を受け、業種別部会より提
起された個別テーマの確認及び
横断テーマについて論議
⇒中央最適循環委員会上程

TF検討結果の上程

業種別テーマについて掘り下
げ検討、TFに課題提起。中
央最適循環委員会にて確
認された事項の推進

TFからの提案内容について対応
可否を判断。決定内容は労連版
最適循環委員会及び業種別部
会にフィードバック

中央最適循環
委員会
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